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日本の現代の青年の死生観とその教育課題
小 松 万 喜 子
〔抄録〕
死生観は文化や時代の影響 を受けなが ら,人生の各段階において,現 実の死の経験
や様々な機会を通 して培われていくものであるが,近 年,人 間の生や死のあ りようは
急速に変化 してお り,現代 ほど死生観が問題 にされる時代はない。本稿では,「日本」
と 「現代」という二つの観点から,行動の指針としての価値観や倫理体系を身につけ
ることを発達課題 とする「青年期」 をとりあげて,死生観 とその形成に関する考察を深
め,あ わせて教育の課題を検討した。
キーワー ド 死生観,日 本人,青 年,現 代,教 育
緒 言
死生観は人生の各段階において,現 実の死の経験や様々な機会を通 して培われてい くもので
ある。人間は生まれたときか ら,死 に向かって生きる存在であ り,生涯を通 じて自己の死 とい
うものへの準備をしてい くともいえよう。 とすれば,死生観の形成は偶然の外的要因によって
受動的に与えられた り,他者から強制されたものではなく,個人が 自分な りの信念や基本的態
度を自ら身につけられるようなものでなければならない。
また,人 間の生活が文化や時代の影響 を受けながら営 まれることから,死生観の形成につい
て検討する際には,風 土や時代を考慮することが重要である。本稿では,「日本」と 「現代」 と
いう二つの視点から,「青年期」をとりあげて死生観とその形成に関する考察を深め,あ わせて
教育の課題を検討する。
青年期をとりあげるのは,死生観の形成においては,行動の指針となる価値観や倫理体系 を
学ぶことを発達課題とする青年期が重要な時期であると考えたからである。ことに,20世紀は,
くユラ
「青年の時代」 と呼ばれるほど青年期が社会的 ・文化的現象 として重要視 されており,青年期の
死生観を探ることは現代の日本人の死生観を明らかにすることにもつながるものと考える。
・・
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1現 代 とい う時代 の特 徴
1.医療技術の進歩
くの
日本人の死亡率の年次推移を主要死因別にみると,昭和22年に最も高かった結核が急減する
一方で,悪性新生物と心疾患による死亡数が増加 し,現在の死因の第1位 ・第2位 を占めるに
至っている。結核などの感染症の減少は,生 活環境 ・衛生状態の改善,抗 生物質などの医薬品
の開発によるものであ り,以来,日 本の医療技術 は,医薬品 ・医療機器 ・リハビリテーション
技術 ・情報通信やコンピュータ技術などの向上 と歩調をあわせつつ,急 激な進歩をとげてきた。
このように,常 に死 と対峙 し,病 による死を克服することを使命 として きた医療のあ り方は,
「生は尊 く,死は望ましくないもの」 という死生観を強化 しつつ発展 してきたと言い換えること
ができる。そのため,病 院においては勿論,社 会においても,死の話題 を避け,忌 み嫌 う傾向
が強 くなった。
医療の進歩は死亡場所にも変化をもた らし,第二次世界大戦直後には在宅死が約90%であっ
たが,次 第に病院などで亡 くなる人が増加 し,昭和50年頃を境に逆転 し,現在では約80%が施
設内で亡 くなっている。この背景には,家 庭の介護力低下,住 宅構造の変化 などによる物理的
な介護困難,医 療への期待の増大 といった要因の他に,主 要死因である癌の末期には種 々の症
状が出現し在宅ケアが難 しいという側面もある。
死亡場所の変化は人間の死に方や看取 り方 も変化させる。身近な人 との死別体験がある大学
くヨラ くの くら　りゆ
生の割合 について,荒 木 は82.1%,渡辺 は84.4%と報告 してお り,他 の報告 をみ て も大体70～
ゆ り ゆ コ　 りゆ
90%程度となっている。 しか し,臨終に立ち会った経験については,20～30%前後 と報 告
されており,死への直接的な接触は少なく,通夜や葬儀の際に遺体に対面する程度の現実感の
ロの
うすい死別体験となっていることがわかる。
こうして死が非現実化する一方で,死 までに一定の時間的猶予がある癌死の台頭,エ イズな
どの新たな感染症の出現,生 命科学の領域にまで及んだ医療技術の進歩が生み出した 「脳死」
「臓器移植」の問題などに直面 し,これまで伝統的に培ってきた健康観や死生観 ・倫理観の見直
しを迫られているのが現代という時代の一つの特徴である。
2.家族と地域共同体の変化
家族構造の変化 として,最 も顕著にみ られるのは核家族世帯の増加であ り,こ とに,「夫婦
(片親)と 未婚の子のみの世帯」は昭和40年は1200万7千世帯であったが,平 成8年 には1759
くユらラ くユゆ
万7千 世帯に増 えている。離婚件数は30年代までは,ほ ぼ減少傾向を示 してきたが,40年代か
らは58年をピークに増加,そ の後やや減少 したものの再び増加 し,平成7年 には史上最多の19
万9016件となった。
ロの
世帯構造の変化 とあわせて注 目すべ き点 として,田 村は,核 家族化のスピー ドは高度経済成
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長期 に比べて鈍化 したが,多 くの家族は経済の低成長下において経済生活水準の維持 ・確保の
ために,共働 きも,長距離通勤 も,単 身赴任 も,出稼 ぎも辞 さないことになったことを指摘 し
ている。また,こ うした家族分解により,家族内の人間関係は,時間的・物理的に接触度を低め,
相互に個別化 ・孤独化の方向にあるとしている。
現代社会にみられる,こ のような人口の都市集中化,核 家族化 ・単身赴任,女 性の就労など
の変化 は,家庭や個人が積極的に選択 したというよりは,資 本主義社会が発展を追求する過程
で副産物として生じた現象 ともいえる。 しかし,離婚の増加などをあわせてみると,個人の権
利や主体性 ・選択性 を尊重するという価値観の強化,家 族 というものに対する意識の変化が背
景にあることがうかがえる。問題は,親 にとっては個人の生 き方 としての望ましい選択であっ
たとしても,子 どものような弱い立場の ものにとっては,そ れが深刻な状況をもたらし得ると
いうことである。人間形成過程における家族,こ とに両親の果たす役割は大きいが,こ のよう
に構成員が減少 した状況では,家 庭の機能 を十分に果たすことはできに くい。従来から,核家
族化の進展に対 して,祖 父母を通 しての文化継承の機会減少を危惧する向きがあったが,近 年
では両親か らの文化継承も危 うい様相を呈 している。人口の流動に伴 う地域共同体の脆弱化に
より地域社会における相互扶助や文化継承の機能もまた低下 している。
3.マス ・メデ ィアの発展
(1)マス ・メディアの発展 と文化
マス ・メディアはマス ・コミュニケーション(以下,マ スコミと略す)の 機能をもつ媒体で
くユさラ
あり,情報伝達の広汎性 ・迅速性 ・瞬時性 という機能をもっている。とくに映像などの視聴覚
メディアは,文 字よりも情報量が多 く,Communica-bility(交流能力)が 高 く,報道や娯楽以外
にも,視聴覚教材 を学習 ・指導の補助手段 として用いるなど教育分野においても,広 く活用さ
れるようになっている。マス ・メディアはいまや,生 活のすべての領域 を扱い,深 刻な国際問
題から日常生活 までマスコミが主導するようになっている。人気 タレントがテレビで宣伝 した
だけで商品の売れ行きが左右 され,社 会が共有する価値観や規範す らもマス ・メディアによっ
て容易に影響をうけている。マス ・メディアは多 くの恩恵をもたらす一方で,大 衆の思考や行
動に対する操作性 を有 している。たとえば,私 たちは,新 聞やテレビなどの報道について,世
界のできごとのすべてが正確に報道されていると錯覚 しがちであるが,実 際の報道は事件性の
あるニュースや興味を引 きやすいニュースが選択的に流されているのであ り,その奥 には本質
的には送り手の視点が存在 している。
(2)テレビ,テ レビゲームと思考力
テレビやテレビゲームの普及が青少年の思考力や行動に及ぼす影響 について,ジ ェー ン・ハ
くユね
一 リーJaneHealyは次の ように指摘 してい る。1つ は,テ レビやテ レビゲームに時 聞を費やす こ
とによる,言 語や聞 く力 ・読む力 を育 てる 「家族 の会 話」や,感 情 の コン トロールの方法 につ
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いて 「大人が見本を示す活動」が減ることの影響である。子どもの抽象的思考力,計 画性,注
意の統制力,高 次の判断力,問 題解決能力の発達には良い言語刺激を必要とするが,「良い言語
とは,子 どもが聞くことと同時に話すこともする相互交渉的な関わりから得られる」 ものであ
り,メディア ・トークの一方向性の限界にも触れている。もう1点 は,テ レビやテレビゲーム
そのものが脳に与える影響である。人間の情緒 ・知性 ・社会性の相違の大部分は大脳皮質の両
側半球の複雑なバ ランス と関連があるが,現 代の生活様式は,た とえば,目 先がころころ変わ
るテレビ画面,歌 詞の意味は二の次の音楽 などにみられるように,言 語や分析的思考を犠牲に
し,よ り全体的な観点や視覚的技能を重視 しているように思われると指摘する。
テレビやテレビゲームは,空 間や時間を超えた擬似体験を可能とする。 日本にいなが ら世界
旅行をしている気分になった り,現代にいなが ら戦国時代を体験 している気分になる。自分が
主人公になって敵を倒 した り,様々な仮想体験が可能 となる。こうした体験は満足感を与えて
くれるが,テ レビやコンピュータ技術が精巧になり,また,仮 想体験の頻度や時間が増すほど,
仮想体験 と現実体験の区別が しにくくなってくる。死んでも再び生 き返る登場人物をみるうち
に,人 間の生や死に関する捉え方が歪んだり,悪 を懲 らしめるためなら相手を殺 しても許 され
るという価値観が強化される危険性もある。
現実的な死に直面する機会が減る一方で,非 現実的な死があふれているという点が現代のも
う1つ の特徴である。
4.科学技術の進歩 と生活の変化
科学技術の進歩は,日 本の高度経済成長の推進力 となり,日本人の生活を豊かで便利なもの
にした。新幹線 ・高速道路 ・空路 も次々と整備 され,流 通が良 くなることで通信販売や宅配便
などの新たなスタイルのビジネスも誕生 した。最近では携帯電話やポケッ トベルなども普及 し,
便利さの追求は留まるところを知 らない。電化製品 も開発 と改良が重ねられ,生 活の快適 さを
高めている。 しか し,科学技術の進歩が もたらした ものは便利さばかりではない。急速な産業
開発は自然破壊や公害問題をもたらし,近年では,廃 棄物処理 ・オゾン層破壊 ・酸性雨 ・地球
温暖化 ・ダイオキシンなどの多 くの環境問題が注 目され,国 際的な検討も始められている。ま
た,平和 な時代に生 まれ,飽 食や便利 さに慣れた現代人は努力 して得ることの喜びも,忍 耐す
ることも知る機会が少なくなっている。
にゆ
小此木は,テ レビ,飛行機,車,宇 宙船,医 療テクノロジーの急速な進歩,電 化製品などの
夢の実現により全能感がみたされてしまった現代社会は 「悲哀のない全能の世界」であ り,ど
んなに人間があがいても喪失 した対象の再生はできないという絶対的有限性の感覚すら,私 た
ちの心か ら排除 してしまった時代であると述べている。 さらに,現代は 「モラ トリアム人間の
時代」であ り,モラ トリアム人間は自分自身を常に仮の自分と思い,一 時的,暫 定的な状態に
身をおき,何事に対 して も当事者になることを避け,親 子,夫 婦,男 女,師 弟,上 司 と部下な
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どあらゆる対象 との関係においても,傷つ くことや 自分 を失うことを恐れて深い対象関係を避
け,モ ラ トリアム人間のやさしさとつめたさ,し らけの心理的性格を生みだ しているという。
H日 本 人 の死 生観
1.日本の自然環境 と死生観
(1)日本人の受容性 ・忍従性 ・あきらめ
人間は寒 さや暑さや湿気 というような風土の諸現象 とかかわ りながら,衣 服,食 文化,家,
くの
風や水などに対す る堤防や排水路,芸 術,宗 教,風 習な どを作 り出してきた。和辻は風土を3
つの類型(モ ンスーン ・砂漠 ・牧場)で 捉 え,そ の特徴 と人間存在 について論 じている。 日本
が属する 「モンスー ン」域の風土は暑熱と湿気の結合を特性 とする。和辻は,湿 潤はしばしば
大雨 ・暴風 ・洪水 ・旱魃などの荒々しい力 となり,そ れは人間に対抗を断念 させるほどに巨大
な力であるが,日 本人はそうした湿潤がまた人間に恵みをももたらすことを知るために,こ の
厳 しさを 「受容」あるいは 「あきらめ」,「忍従」せざるを得ないとしている。こうした日本の
自然環境については,鈴 秉2も,地球上における日本列島の位置は,中 緯度で,大 陸との位置関
係によって,最 も恵まれた位置にあるとし,日本民族の特性は,こ の恵まれた土地にやってき
たことによって形成されたものであるとしている。そ して,こ の自然の脅威が持続的なもので
はなく,季節的 ・一時的なものであることが,日 本人の 「いさぎよいあきらめ」,「忍従」 とい
った特性の形成につながっているとしている。
和茫券分類 した「砂漠」の風土の本質は乾燥である。人は自然の脅威 と戦いながら,砂漠の宝
玉なる草地 と泉を求めて歩かなければならない。草地や泉は争いの種 ともなるため,砂 漠的人
間は対抗的戦闘的関係として存在することになる。「牧場」 とは一般的には草原であ り,和辻は
これをヨーロッパの風土の特徴としている。夏の乾燥 と冬の湿潤は,雑 草を駆逐 して全土を牧
場た らしめる。つまり,ヨーロッパにおいては雑草との戦いは不必要で,農 人は耕 した土地に
小麦や牧草の種 を蒔いて成長を待ちさえすればよい。
石醗 ま和辻の説を支持 しなが ら,人類の歴史に支配的な影響を与えてきた宗教の背景 となっ
た世界観 を2つ に分類 し,そ の文化的基盤 について考察 している。第一の世界観は,ユ ダヤ
教 ・キリス ト教 ・イスラム教のグループによるもので,こ れ らの宗教に特徴的な宇宙や観念は,
①唯一の超越神,② 創造 された宇宙,③ 不寛容 と非妥協性,④ 男性原理,⑤ 天の思想,⑥ 宇宙
の有限性,⑦ 宇宙の合理性,で ある。第二の世界観は,ヒ ンズー教 ・仏教 ・道教,南 ユーラシ
ア大陸の多 くの古代宗教や民間信仰の中にみ られるもので,①所与の存在 としての宇宙,② 宇
宙の中の神々,③ 寛容 と融通性,④ 女性原理,⑤ 大地の思想,⑥ 限定されない宇宙,⑦ 宇宙の
非合理性,と いった観念が特徴である。第一の一神教 的な世界観が生 まれうる文化 としては,
ユーラシア大陸の乾燥 した砂漠草原地帯に挑んだ遊牧民族の文化が考えられ,第 二の世界観が
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育 まれた土壌は,水 に恵 まれた著 しく植物的な世界であ り,自然に対しては受動的一受容的な
文化,農 耕民族の文化であるとしている。
(2)古代日本人の死生観
前述のような自然環境のもとに,日 本人にはどのような死生観が育 まれたのであろう。古代
日本人の死生観は,『古事記』に記されたイザナギ ・イザナミの二神をめ ぐる黄泉の国の物語か
ゆ 　 　
ら検討されることが多 く,こ うした神話か らは,古 代 日本人が死を人間の力を超えたもの とし
て捉え,現 世 と死後の世界は行 き来が可能な完全 な断絶が無い世界 としていることがうかがえ
る。そこには,あ の世の霊魂が,現 世に生 きる人を憎み,仇 をするという信仰が潜んでいる。
また,死 や黄泉の国は穢れたもので,そ の穢れは禊により洗い清められると捉えている。
くふ ラ
佐々木は,稲 作以前の基層文化の形成過程を,民 族学や考古学 ・生態学などの視点から明 ら
かにし,照葉樹林帯に住む民族の間では,稲作文化以前の雑穀栽培を主 とした焼畑農耕段階に
おいて,オ オゲツヒメやウケモチガミなどの女神が殺 され,そ の死体か らアワやヒエや大豆や
稲などの作物が生まれたという死体化生型神話,あ るいは原古の洪水に生 き残った兄妹神が世
界を創造するという洪水神話などが広がったことを報告している。女神の死体から作物が生ま
れる神話などからは,死 後の人間と自然の一体化がうかがえる。
神話に登場する神々は人間に非常に類似した姿で描かれており,出産 もすれば,死 んで黄泉
の国にもい き,殺 し合いもすれば,兄 妹で協力 しあいもする。死別の悲 しみ も深い。それは,
日本のモ ンスーン型の特殊な風土の中で,太 陽や雨の恵みなど人間の力を超えた自然の恵みと
脅威の もとに山地を切 り開き,死 と隣り合わせに生 きた,こ の時代の人間の姿そのものといえ
る。人間の死は自然の驚異そのものであ り,恐ろしく,悲 しく,明 日は我が身のできごとであ
くヨゆ
る。関根 は,日 本古代の宗教は,ま った く純粋 な太陽崇拝であったとしているが,古 代 人の
神々への信仰は,太 陽を中心 とする自然の生産力に対する崇拝 と生命 を奪い去るものへの脅威
が一体 となった形で,極 めて自然にうまれたものと考える。
2.儒教と死生観
儒教思想が造 り出された東北アジア(中 国 ・朝鮮 ・日本)は,南 アジアのインドに比べると,
はるかに住みやす国であ り,その代表である中国人は,こ の世を楽 しいところと考えた。楽 し
いこの現世 しか世界はないと考える中国人にとって,死 は大変な恐怖であった。儒教 は,人 間
を精神(魂)と 肉体(魄)に 分けて捉え,こ れが一致 している時を生 きている状態,分 離する
くヨけ
時を死の状態 とした。そ して,分 離していた魂 と魄を呼び戻 して一致 させると生の状態になる
とした。儒教はこの招魂儀礼により死者は現世に帰ることができるという考えにより,死 の恐
怖や不安を解決 しようとしたのである。
孔子(紀 元前552～479)は幼 くして父を亡 くし,原儒(シ ャーマ ン)である母の教えを受け
て成長 した。礼楽の一級の専門家となった孔子は,『詩』や 『書』を再編纂し,これらが儒家用
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の教科書 ・教典となってゆ く。
孔子は実子や弟子の死後に,死 を現実に意識 し,こ のことにより,生命観,死 の恐怖や不安
を解消するための死の説明としての孝を自覚 した。招魂儀礼は,祖 先崇拝 ・祖霊信仰を根核 と
するため,そ こには祖先の祭祀を続ける一族が必要 となる。つまり,「祖先 一祖父母一父母 一自
己 一子一孫一(一族)」という関係で,儒教はこの関係を統合 し,①祖先の祭祀,②父母への敬愛,
③子孫を生むこと,の三行為をまとめて孝 とした。孝を行うことにより,子孫を生み,祖 先 ・
祖霊を再生せ しめ,自 己もまたいつの日か死後に子孫 ・一族の祭祀によりこの世に再生するこ
とが可能になる。今 ここにある自己の生命は,実 は父 ・祖父の生命であり,ま た,自 己は肉体
の死後 も子孫の生命との連続において生き続けることができる。孝の行いを通 じての,永 遠の
生命の可能性 一これこそ現世の快楽 を肯定する現実的感覚の中国人が望むものであった。 こう
して,古 来か ら続いてきた祖先崇拝 ・親への愛 ・子孫継嗣といった行為 を孔子が理論化 ・体系
くむラ
化 したことによって,儒教は思想として歴史に残ることになった。
3.仏教と死生観
仏教の成立 したイン ドはモンスーンの最 も型通 りに現れる土地であった。大部分の地方が常
に凶作 ・飢饉 という自然の驚異にさらされ,イ ン ドの人々にとってこの世は苦 しみの世界であ
くヨけ コ にの
った。インド各地で信仰されていたバラモン教は輪廻思想を中心 としてお り,人間は生まれ変
わることにより再びこの世の苦 しみを繰 り返す と考えられていた。
仏教の教祖 ゴータマ ・シッダルダ(紀元前5～4世 紀)は,老人 ・病人 ・死人をみて人間の有限
さを感 じて出家した後,こ の輪廻転生に対 し,修行 を積み涅槃の境地を目指すことにより,輪
くヨの
廻 を超越することを説いた。生 ・老 ・病 ・死 という四苦からの救済を解脱 に求めたのである。
仏教の特徴はこの世を苦 しみの世界 と捉える世界観にある。輪廻転生する生は苦 しみの長い連
続を意味するが,死 後に解脱することにより,この連関を断ち切れるならば,死 は苦しみか ら
の真の解放 となる。なお,仏 教では,死 後の霊魂は転生するか,成 仏するか,ど ちらかである
ため,霊魂が離脱 した死者の肉体は,儒 教のように重視されることはない。また,釈 迦はあく
までもこの世で悟 りの境地に達することを説 き,死後の世界は説いていない。死後の世界が仏
くヨの
教に付加されたのは,釈迦の死後に起 こった大乗仏教においてである。
4.儒教と仏教 ・道教
後漢時代から随唐時代という,7～800年の中国においては,儒教 ・仏教 ・道教がともに盛ん
であった。儒教は肉体の死が訪れたのちの招魂再生を説 くのに対し,道教は種々の健康法によ
り努力をすれば,永 遠の生命をもつ仙人になれるという不老長生を説いた。仏教が信 じられた
背景には,輪廻転生を 「転生に伴 う苦しみの継続」 という前提 を除いて考えるという誤解があ
った。そして,死 後,苦 の世界ではなく,楽の世界へ という発想がつ きつめられて浄土思想が
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流行 した。 また,仏 教が中国人の祖先の祭祀や葬儀に食い込むためには,本 来の思想からいえ
ば無関係な祖霊信仰 ・祖先崇拝を取 り込む必要があった。そこで生まれてきた ものが偽経,た
とえば,『盂蘭盆経』といういわゆる盆行事の根拠となる経典や,『父母恩重経』 という現世の孝
くお ラ
を説 く経典などである。
5.日本における儒教と仏教
日本の精神的基盤に対 し,最初 に伝来 した外国思想は儒教である。歴史的には,応 神天皇の
15年(284),百済から阿直岐が来 日して漢籍を伝え,翌 年には同じく百済か ら王仁が来 日して,論
くヨゆ
語 ・千字文を伝えたことか ら,わが国に儒教が入ったとされている。 日本においても,祖 霊信
仰 ・祖先崇拝は古 くか らあり,儒教の思想は馴染みやすかったことが推察 しうる。仏教(大 乗
くヨの のにの
仏教)は,チ ベ ッ ト ・中国 ・朝鮮 な どを経て,6世 紀 半 ばに 日本に伝 来 した とされ る。 それ以
くおラ くヨゆ
前から伝来 していた とする説 もあるが正確 にはわか らない。この段階での仏教は,中 国におい
て祖霊信仰 ・祖先崇拝,輪 廻ぬきの再生 ということがなくては,東 北アジア人には受け容れ難
いという経験 を経て きたので,日 本において も,祖先崇拝を取 り込み融合 し,独 自の仏教を作
りつつ 日本に深 く浸透 していった。
なお,儒 教が仏教 との住み分けをするためには,宗 教性の面 よりは,家族や諸共同体 を支え
る家族理論や政治思想 といった礼教性の面を強 く示す必要があった。ことに,徳 川幕府が新儒
学 とも言われる朱子学を官学とし,また,キ リス ト教弾圧を目的として仏教(寺 院)が 葬式を
一手に握るようになってからは,儒教の宗教性は,一 層みえに くくなっていった。現代 におい
ては,こ うした儒教の礼教性の面 も薄れがちであ り,宗教性 も仏教に吸収 されて しまっている
が,祖 先崇拝 ・親への敬愛 ・子孫の存在 という三者を一つにした生命論 としての孝は,日 本人
ロゆ
の意識の底に脈々と流れているものと考える。一方,「死後の世界」に関心を向け,葬 式を掌握
するようになった仏教は,「死の儀式」と密接に結びついたために,現代の日本人は苦しくても,
生きている間に仏教に救いを求めることは少ない。
6.日本人の死生観
(1)断絶感 ・悲哀感
『古事記』に記されたイザナギ ・イザナミをめぐる黄泉の国の物語は,日本人の死生観 をよ
く現 している。この神話から第一に読みとれるものは,死 に際 しての悲哀である。イザナギを
して死者を連れ戻 しに黄泉の国まで行かせた ものは,何 よりも別離による激 しい悲哀であった
くむ
のではないだろうか。この点に関しては,相 良 も,『伊勢物語』 ・ 『歎異抄』 ・ 『平家物語』な
どの例を出しなが ら,日本人が感 じていた生 と死の断絶感 と,そ こか ら生 じる悲哀感を指摘 し
ている。この断絶感 と悲哀感は,他者 との別れ,現 世か らの自己の消滅,の2つ の観点から捉
えられる。死の恐怖に晒されながら死を見つめ,「死というのは,人 間にとって,大 きな,全 体
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のの
的な 『別れ』なのではないか」と記 したのは東京大学宗教学教授であった岸本英夫である。こ
の 「別れ」は,愛 する者を失った 「遺 された者の悲 しみ」(他者の死)と,愛 する者 と別れて
「逝 く者の悲 しみ」(自己の死)の2側 面か ら整理することができよう。 さらに,岸本が死の別
れの意味について述べている部分に,「自分の心を一杯にしているのは,い まいる人たちに別れ
を惜 しむとい うことであ り,自分の生 きてきた世界に,う しろ髪をひかれるからこそ」 という
一節がある。死は,こ れまで生 きてきた自分の世界との別離,「この,今,意 識 している自分」
が消滅することをも意味 し,別離の断絶感や悲哀感には,こ うした人生との別れ,意 識する自
己の消滅 といったものに対する苦悩がある。
(2)死の恐怖 一死者に対する穢れ感と畏敬
死の訪れに対する恐怖は,死 者への恐怖に関連 しているのではないかと考える。イザナギが
見たイザナミの変わり果てた姿は,神 話が生まれた古代の 日本人が目にしていた死者の姿であ
ろう。死後の恐ろしく変わ り果てた姿は,自 分に祟 り・障 りをもた らす怖い存在として恐怖を
ほヨラ
与えもしよう。加地は死者を穢れとみる死生観は,儒 教でも仏教で もない,つ まり,中国人と
もインド人とも異なる日本古来の死生観であり,それは神道につながるものであるとしている。
く　ラ 　一方,梅原は怨霊とその鎮魂の思想こそ,日 本の思想を貫 くもっとも古 く,根兀的なものであ
るとしている。人間の死が人為的な権力闘争の犠牲 としてもたらされ,そ の無念が怨霊に姿を
変え,生 き残る人間に祟 り ・災いをもたらすという考え方である。 また,怨 霊の思想の前提に
は,人 間が死んでも霊は残 るという石器時代以来の人類の普遍的信仰があることを指摘する。
粗末に扱えば,祖 先霊 といえども怨霊に転化する可能性 をもち,そ れゆえに祀 りが大事にされ
たとする。筆者は,こ うした思想が生 まれた背景には当然のことながら,前述 したような日本
特有の自然環境があると考える。人々は人知を越えた自然に対 して,畏 敬の念をもって祈 りを
捧 げ,そ れでも容赦なく続 く豪雨や旱魃に対 しては,恵 みをもたらす神 とは別の悪意に満ちた
ものの存在を感 じたであろう。 日本人は神々や自然に通 じるものとして死者を捉え,祟 りをも
たらされないように,畏敬の念をもって,死 者を葬 り,祀ってきたのであろう。
(3)不死感(生 の継続性の象徴化)
死の悲哀を癒やし,死の恐怖から人間を解放させるものの1つ は,「人は死んだらどうなるのか」
くむ
という問いに対する答えをみつけることであった。ベ ッカーは日本人は昔から明快で尊敬すべ
き死生観 をもっているとし,その1つ は 「先祖は死んでも身近にいる」という信念であり,「『死
は怖 くない』という発想の裏には,身体 は朽ち果てても自分を自分たらしめている心は何 らか
の形で存続するという気持ちが潜んでいるようである」と説明している。こうした死後の自己
ゆラ
の連続について加藤は 「不死感」 という語を用いている。「不死感は,決 して単なる死の否定で
はないのである。(中略)一 不死感はむしろ,有限であるわれわれの個人的な生と,前 にあった
ものおよびこの後に来るもの との間に,継続的 ・象徴的関係を強いてうちたてようとする,普
遍的 ・内的な欲求の反映である。それは死 という非継続性にもかかわらず,継 続性 を象徴化 し
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ようとする模索である」とする。前述 した,人 間の死後の非肉体的生命は①輪廻転生する,②
仏 ・祖霊 となって死後の世界に生 きる,③ 生物学的な無限の くさり一自分の子孫のうちに生 き
続けてゆく,と いった死生観はまさにこの不死感であり,このような微妙に異なる考え方が混
在 している点が 日本人の特徴ともいえよう。
(4)受容性 ・忍従性 ・あきらめ
く　け
和辻は,日 本人には 「受容性」や 「忍従性」がみ られ,そ れには日本のモンスーン的な風土
が関与 しているとした。自然は人間に恵み ももたらすが,災 いももた らす。 しか し,その災い
は続 くものではないので,そ の辛い時期を堪え忍び,自然 と折 り合いをつけるという生き方が,
くるの
日本人の精神的な特性 として現れたという。加藤は,「一般に日本人の死に対する態度は,感 情
的には 『宇宙』の秩序の,知 的には自然の秩序の,あ きらめをもっての受け入れということに
なる」 と述べている。この 「自然」 という表現はおそらく,和辻の 「風土」 と同義語ではない
かと考える。「宇宙」については,「共同体の継続」という表現があることなどから,自然環境のみ
ではなく,家族や共同体の時間を超えた生の連関を含んだ,広 く人間を取 り巻 くものと考える。
つまり,個人の死を宇宙の生の連関(不 死感)の なかで捉えることにより,「あきらめ」 をもっ
くぐユラ
て死を受け入れるということであろう。一方,相 良は,あ きらめには不如意さがあるという。
死の悲 しみ を安定させるために,日本人はあ きらめるというのである。相良 と加藤の説をまと
めると,個人の死の悲 しさを,不死感をもって安定にもち込んだ感情が 「あきらめ」であると
いうことができよう。
皿 日本 の現代 の 青年 の死生 観
1.青年期の理解
青年期にはリンパ系 ・脳神経系 ・全身系 ・生殖器系のすべてが成長し,20歳位までに身体的
発達が完了する。この時期には,第2次 性徴,性 成熟 という身体的変化に伴って,児 童期 とは
異なる性意識が芽生えるなどの特徴がみられる。青年期の自我の変化 としては,抽 象的思考,
ロおラ
自己を対象化 し得る思考,創 造的思考なども急速に発達し,想像力が拡大する。そ して,身 体
の成長,性 成熟,社 会性の発達などとあいまって,対 象としての自分をある程度客観化 しうる
ほの くらの
ようになる。 シュプランガーは,青 年期を 「自我の発見」の時期 とし,気分の激しく揺れ動 く
自己を見つめ,他 の事物や人間から切 り離 された独 自の世界として自己を見出し,そ こで捉え
た自己その ものを世界の中で生かす方向性 を探 し求め,自 我を形成 しようとする時期と考えて
いる。青年期の入格形成は,自 己のうちに理想目標を形成し,そ れへの到達を意図する自発的
動機づけが成立 して くる点を特色 とする。しか も,そ の目標が,さ らに調整され,創 造 され,
種々の理想 目標 とともに体系化される。これが 「価値観」とよばれるものである。
子 どもから大人への過渡期にある青年は,安 全を保証されていた子どもの地位 を失う一方で,
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くらけ
新 しい自己に相応 しい地位は確立 しておらず,青 年期にみられる矛盾 した両極端の行動や情緒
不安定 ・自己不確実感 ・過敏さなどは,こ の帰属すべき集団の不安定 さやよるべなさに起因す
くリ バうの
るところが大きい。異質で未知なものである性的成熟現象もまた青年に混乱と不安を引き起こ
しやすいが,こ の動揺を相互に支えあうのが同性の仲聞との親密な関係である。 自分の中で起
きている変化が,す べての人間が共有 しうる体験であることを,仲 間と確認 しあうことで危機
を乗 り越えることができる。現代の青年においては,い じめや不登校 ・受験戦争などによって,
心を許せる友人関係,仲 間との連帯感が少なくなってお り深刻な問題である。
2.日本の現代の青年の死生観
(1)断絶感 ・悲哀感の変化
他者との別れの悲しみは,他者 との一体性 を認めるところにある。しか し,現代の日本にお
いては核家族化 ・都市化 ・受験競争 ・いじめ ・不登校など青年を取 り巻 く人間関係は変化 して
いる。コンピュータなど機械を相手にする時間が増え,電 話の普及,通 信機器の変化 により会
くうヨラ
話のあ り方も変わった。筆者 らの調査では,高 校生は死を 「悲 しい」 とするものの,「別れ」 と
くユヨラ
捉える者は少なかった。竹田の調査においても,「悲 しい」,「怖い」といった情緒的反応は高率
くロ
であったが,「別 れ」 に触れ た者 は1割 に満 た なかった。Noppe&Noppeはアメ リカの学生 が他
者 との別れ を心 配 している と報告 して いるが,日 本の現代 の青 年 は,死 を悲 しい と感 じて も,
くらヨラ
他者との別離はあまり強 く意識していない。別れと比べて多かったのは,死 は 「いなくなる ・
無になる」 という捉え方であ り,日本の現代青年が感 じている死の悲哀は,自 己の存在の消滅
に向けられたものが強いようである。
(2)不死感の減弱 一無になる ・終わ り
過去において 日本人は死の断絶感 ・悲哀感を不死感によって癒や してきた。死後の生の連続
くらロ
性 について,現 代の日本の青年はどのように捉えているのであろうか。山内の看護学生対象の
くらゆ
調査では,死 後の世界があるとする者は26%であった。井関の調査でも死の世界に触れた者は
1割程度であり,日本の青年は死後の生について深 く捉えていないことがうかがえる。ベッカ
くお ラ
ーは,若 い日本人の世界観や死生観は珍 しく特殊であることを指摘 し,「目で見えるもの しか存在
しないとか,死 んだら人間は完全に消えてしまうとか,神 も仏も霊魂 もないというような物の
見方は,世 界のあらゆる時代や文明を遡って探 してみて も,ご くまれな,少 数意見であった」
むの
と述べている。大峯も現代人の感受性には現世しかないことを指摘 している。現代の日本の青
年は強い現世志向をもち,死 を無 ・消滅 として捉え,悲 しみは感 じているものの,そ れを癒や
し得るような考え方は充分にはもっていないことが推察される。
(3)霊魂の否定,宗 教意識の希薄化
科学万能の現代社会においては,科 学で説明できない霊魂を肯定する発想は生 まれがたい。
くゆ
渕井の調査 で は,短 大生 の89.0%が魂(霊)が 「ある」 と答 えてい るが,そ の多 くは,現 世 に
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生きるものの 「心」を表現するもので,「死後の霊魂」 に触れた者は1割 程度であった。 また,
おの
伊藤は,宗 教が死に対する態度の発展に対 し影響 を与えることを 「積極的に支持する」者は1
くらむ
割程度であ り,「現代高校生は非宗教的世代である」 と述べている。筆者の調査でも,高校生の
多 くが死を目前にした癌末期患者にとって宗教は必要ないと考えていた。これまで複数の宗教
を都合の良いように取 り入れてきた過去の 日本人に対 して,現 代の青年が 「宗教は不要」 と考
えるに至ったのは何故なのだろうか。第一には,神 や仏 という科学で説明 しがたいものは信 じ
られないこと,第二 には,第 二次世界大戦後の日本では思想信条の自由を強調するあまり,こ
とに学校教育では宗教色のある教育が排除 されてきたこと,第三には,家 族形態の変化 ・地域
共同体の崩壊によって,こ れまで家庭や地域で行われていた宗教儀礼が実践されることが少な
くなったことがあげられるのではないだろうか。死を前にした不安は人類に共通のものである。
かつての日本人がもっていたような不死感が薄れ,死 によって全てが無になると考える現代青
年は,虚無という苦悩に対する救いをどこに求めるのだろうか。
(4)生のはかなさ ・有限性の意識の低下
生に対する考え方は死に対する考え方 と裏表一体である。現代の青年は生をどのように捉え
　らおラ
ているのであろうか。筆者 らの調査では,「生」は 「与えられたもの」と受け身的な捉え方をし
ているが,「生 きる」のは 「自分の意志で」「楽 しく」「目標に向かって」「困難を乗 り越える」のだ
くの
という積極的な捉え方をしていた。荒木の報告で も,「生」は「自己を向上させる」「つらく困難
である」「日々を楽しく過 ごすこと」 という積極的な捉 え方がみられた。青年が,生 きることを
輝 きと希望をもって捉えていることは当然であろうが,そ こに,生 命のはかなさに触れるもの
くお ラ
の少ないことが気がか りである。井関は看護学生の死生観として最も多かったのは,「今の自分に
くお ラ
とって死 は遠い存在であ り実感で きない」であったとし,板谷 も命の尊さに対する希薄感や現
実感の欠如を報告している。これ らか らは,医 学や科学が進歩 した現代においては,古代のよ
うな死 と隣 り合わせの生 という実感や,生 命の絶対的有限性 ・はかなさの自覚が弱 くなってい
ることが推察 される。かつての 日本人は死 を意識 した時に,人 間の生命を宇宙や自然との調和
という拡が りの中で捉えようとした。 これを 「自己拡散型死生観」と呼ぶならば,自 己の生命
を他者や宇宙に連関させて考えることができず,死 を自己の消滅と捉える現代の 日本の青年の
死生観は 「自己終結型死生観」ということができよう。
N死 生観形 成 を支 援 す る教育 の 課題
1.生命の有限性の自覚
現代の 日本人に,い ま大切なことは人間の有限性を知 り,人知を超えたものへの畏敬の念を
取 り戻すことではないかと考える。生命の重さ,人 生を自分で切 り開くといった教育のみに力
を注 ぐのではなく,生命のはかなさ,人 間の有限性についてもバランス良 く教育することが重
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要 であろ う。 そのため には,日 常の 中で の挫 折 ・喪失 ・別れ な どの体験 を通 して子 どもが何 を
くゆ
学ぶかを大切にしなければならない。河合 は,一 人称の死は体験できないが,死 と再生の象徴
的体験の繰 り返 しが,自 分の死への準備につながるとし,そ の自覚の重要性を指摘 している。
他者との別れは,卒 業 ・引っ越 し・失恋,そ して死別 といった様々な形で起 こっている。その
体験 を通 し,子 どもはその発達段階な りに,生 命のはかなさや尊さ,生命に対する自己の責任
などを学んでい くのである。
2.宇宙論的不死観のすすめ
現代社会において再構築 が求められるのは,生 を,過 去 一現在 一未来という時間軸,自 己一
他者 一社会 一自然 という空問軸の連蘭のなかで捉える不死感の視点である。人間は一人では生
きられない。必ず人間と人間,人 間と社会 ・自然 とい う関係を通 して互いに影響を与えあい,
時間軸にそって螺旋状に成長していく。そうした大 きな宇宙の連関の中で考えたとき,個 人の
生は,個 人の枠の中では完結しない。「私」という個人は他者や環境と無関係に存在することは
できず,「私」が生きた痕跡は意識するとしないに関わらず,宇 宙を構成する。そこに生の無限が
ある。 日本人は第二次世界大戦以前の国家神道,滅 私奉公の思想に対する反省から,戦 後は,
「個人」の尊重に重きをおき,「社会」や 「国」のため という言葉を使 うことに慎重であった。
その結果,核 家族化 ・都市化などの変化と相 まって,青 年はもとより成人の意識か らも国や社
会 という視点は薄れてしまった。個入は尊重 されるべ きであるが,文 化や社会の視点 を欠いた
個人の幸せはあり得 ない。個人と社会,過 去 一現在 一未来の視点をもった生き方を模索するこ
とが,家 庭 ・学校 ・地域社会などのあらゆる場で求められる教育課題であろう。不死感は現代
の日本の社会のなかでは,感 覚的で非常に不安定なもの となっている。死を単なる終わ りとす
るのではなく,人問の生涯を,それを超える永遠のなかに位置づけることができるように,「不死
感」 を自己の哲学としての 「不死観」のレベルにまで深めてい くことが重要である。
3.宗教教育再考
私たち人間は,折 りに触れて,存 在根拠や生 きる意味,逃 れられぬ老いや死など人間の根源
的な問いかけをし,よ りどころを求める。これは人類に共通する人間の特性であろう。人類は
こうした問いかけに対する教えをい くつかの宗教 として体系化 してきた。英国では宗教教育は
公立学校で必置となっており,それは 『聖書』の物語やキリス ト教の教義をそのまま教えるこ
とではな く,生きる意味を探求させることであ り,具体的には,「私自身」「私と他者」「自然」と
いうように自己理解 ・他者理解 ・自然理解か ら次第に社会的問題,さ らに宗教的世界に視点を
くゆ
展開させるものであるという。 日本においても,宗教教育の再考が必要な時期にきていると考
える。
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お わ り に
人間の存在根拠や生 きる意味,逃 れ られぬ老 いや死 な どに関す る根源 的な問いか けは人類 に
共通す る特 有の ものであ る。 しか し,そ の具体 的 な死生観 は歴史や文化 ・個 人の発達段 階 に よ
って異 なってい る。 こ とに,人 間の生や死 のあ りようは,近 年,急 速 に変化 してお り,現 代 ほ
ど死生観 が問題 にされる時代 はない。本稿で は,過 去か ら現代 へ と連 なる 日本人の死生 観 を概
観 し,同 時 に,現 代社会 の特 徴 を明確 に して両者 を照 ら し合 わせ なが ら,現 代 の 日本 の青年の
死生観 とその教育課題 を明 らかに しようと試みた。
従来 の 日本人の死生観 につい ては,風 土 ・自然環境 の側面 お よび仏教 ・儒教 な どの宗教 的側
面か ら検討 し,生 と死 の断絶 感 と悲哀 感,死 の恐怖 一死者 に対 する穢れ感 と畏敬,不 死 感,受
容性 ・忍従性 ・あ きらめ という4点 を整 理 した。 これ に対 して,現 代 の 日本 の青年 の死生観 は,
断絶感 ・悲 哀感の質的変化,不 死感 の減弱,霊 魂 の否 定 一宗教 意識の希薄化,生 の はか な さ ・
有限性の意 識の低 下 とい う傾 向がみ られた。つ ま り,死 生観 を構 成する基本的 な枠 組み その も
のには大 きな変化 はな く,変 化 はその 質や重 み付 けにおいてみ られた。 こう した変化 に対 する
教 育課題 を明 らかにす るこ との難 しさは,価 値観が多様化 す る現代 において,そ もそ も どの よ
うな死生観 を形成 す るこ とが のぞ ま しいのか とい う指針 が不明瞭 である点 にあ る。現 在お よび
未 来の 日本 人が どの ように生 や死 と向か い合 ってい くべ きであ るのか,社 会 と して も真 剣 に模
索 していか な くてはな らない。
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